画像電子学会研究会講演予稿原稿用紙 

(様式1)


画像電子学会研究会予稿の書き方 (タイトル)

－研究報告形式 (サブタイトル)－

画像 花子†   電子 太郎‡   学会 三郎‡

†画像大学工学部 〒100-0001 東京都港区港1-1-1
‡画像株式会社開発部 〒100-2345 東京都港区芝横丁1-2-1

E-mail:  †hanako@gazo.ac.jp,  ‡{taro, saburo}@denshi.co.jp

あらまし  　　画像電子学会の予稿の書き方について

キーワード 　 形式・書き方・発表

IIEEJ Word Template (Title)

－The Format of Technical Report (Subtitle)－

Hanako GAZO†   Taro DENSHI‡  and  Saburo GAKKAI‡

†Faculty of Engineering, GAZO University  1-1-1 Minato, Minato-ku, Tokyo, 100-0001 Japan
‡R&D Division, GAZO Corporation  1-2-1 Shibayokocho, Minato-ku, Tokyo, 100-2345 Japan
E-mail:  †hanako@gazo.ac.jp,  ‡{taro, saburo}@denshi.co.jp

Abstract IIEEJ (The Institute of Image Electronics Engineers of Japan) provides a word template file for the IIEEJ Technical Report.

Keyword  Windows，Word，Technical Report

1. 原稿の提出形態
提出原稿のファイル形式は「PDFファイル」です．原稿作成の際は，すべてのフォントを埋め込んで(embed)事務局でヘッダやページ情報の追加記載が可能なようにご配慮下さい.（もし，PDFファイルでのご提出が難しい場合は，事務局にご相談下さい．）
・pdf原稿の作成について
http://www.iieej.org/nenji/font_enbedding.doc
なお，研究会の予稿，書誌情報はJ-stageにて公開させて頂きます.詳細は学会ホームページの「研究会情報の電子的公開に関するお知らせ」にてご確認下さい.

http://wwwsoc.nii.ac.jp/iieej/trans/j-stage-oshirase.html
2.レイアウト

2.1.タイトルその他(1ページ目上部)に関して

研究会講演予稿の1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属，住所，メールアドレス，キーワードの和文と英文及びあらまし(和文300字程度，英文100語程度)を，それぞれ記述してください．

[招待講演]の方は和文タイトルの前に[招待講演]，英文タイトルの前に［Invited Lecture］とお入れ下さい．

2.2.本文に関して

本文は2.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．MS-Wordで作成する場合はこのテンプレートファイルを用い，本文は必ず左右18cm，天地25.5cm以内の長さにおさまるようにしてください．本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整して25文字×46行×2段／ページを目安にしてください．

2.3. 図表，写真に関して

図表，写真も電子データで提供下さい．図面，写真，表の中の文字や数字も本文と同じ大きさとなるようにしてください．


3.原稿枚数

原稿枚数は図表，写真等を含め4～8ページ（但し、他学会と共催の場合には共催学会の基準以内）とします．必ず所定枚数内におさまるようご配慮ください．

4.著作権について

研究会講演予稿に掲載される論文の著作権については，http://www.iieej.org/trans/toukou/IIEEJcopyright.pdf
をご参照下さい。
5.発行日について

発行日は、研究会開催日の1週間前(7日前）とします．但し他学会と共催の場合には，研究会開催日を発行日とする場合もありますので事務局にお問い合わせください．

6.原稿提出先

mailで提出いただくか，下記住所まで電子メディアで郵送下さい．

(問合先) 

一般社団法人 画像電子学会事務局

　〒106-0002　

東京都荒川区荒川3-35-4　

ﾗｲｵﾝｽﾞﾏﾝｼｮﾝ三河島第二 101号室
TEL：(03) 5615-2893
FAX：(03) 5615-2894
　e-mail：kikaku@iieej.org 
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